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No. 性別 担当学科等 職位 勤務年数
（１）
（年） 備　　考
01 男性 専門・機械系 教授　 31-35 　
02 男性 専門・機械系 准教授 06-10 A校卒業生
03 女性 専門・建築系 准教授 11-15 外国人，本国の大学から日本の国立工業高専（A校ではない）に編入，卒業
04 男性 一般・英語　 准教授 11-15 他の国立工業高専での勤務歴あり
05 男性 専門・情報系 教授　 26-30 　
06 男性 専門・建設系 教授　 21-25 　
07 男性 専門・建設系 准教授 06-10 　
08 男性 専門・電気系 教授　 21-25 　
09 男性 専門・建築系 助教　 01-05 A校卒業生

























2017 171 63.2％ 52.0％ 50.9％ 15.8％
2016 168 73.8％ 54.8％ 53.0％ 13.1％
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